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１． NoraGatewayとは 

 NoraGatewayは、圏央道友会のJI1ROJ 片平OMが開発したノード局用の 

ソフトウェア（フリーソフト）です。 
 

（特徴） 

1. 非常に多機能でいろいろな使い方ができる。 

2. Windowsパソコン、 ラズベリーパイ、 Andriodスマホ等で使える。 

（機能の比較） 

      機能 

装置 

JARL 

D-Star 

レピーター 

D-Star 

リフレクター 
(REFxxx,XRFxxx) 

C4FM 

リフレクター 

DMR 

リフレクター 

コールサイン 

呼び出し 

NoraGateway 〇 〇 × × 〇 

AMBEｻｰﾊﾞｰ × 〇 × 〇 × 

BlueDVｲﾝﾀｰ
ﾌｪｰｽ 

× 〇 〇 〇 × 

Peanuts × 一部のみ × × × 
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２． NoraGatewayを使う装置構成（例１） 

1.  ラズベリーパイ + DVMEGA基板 
 

（インターネット） 
LANｹｰﾌﾞﾙ 

又はWiFi 

ﾗｽﾞﾊﾟｲB+ , ﾗｽﾞﾊﾟｲ2B, ﾗｽﾞﾊﾟｲ3B等 

       ＋ DVMEGA基板 

ID-31 、ID-51 等 

2.  ラズベリーパイZeroW + MMDVM基板 
 

（インターネット） 
LANｹｰﾌﾞﾙ 

又はWiFi 

ﾗｽﾞﾊﾟｲzeroW ＋ MMDVM基板 ID-31 、ID-51 等 
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２． NoraGatewayを使う装置構成（例２） 

3.  BlueDVインターフェース装置をPCに接続して使う 

（インターネット） 
LANｹｰﾌﾞﾙ 

又はWiFi 

WindowsPC  

又は Linux PC 

4.  BlueDVインターフェース装置をスマホに接続して使う 

（インターネット） 
携帯電波 

又はWiFi 

Andriodスマホ 

又はタブレット 
ID-31 、ID-51 等 

ID-31 、ID-51 等 BlueDV  

ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ装置 

BlueDV  

ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ装置 

USB 

ｹｰﾌﾞﾙ 

Bluetooth 
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２． NoraGatewayを使う装置構成（例３） 

5.  PCにリグを接続して使う（ターミナルモード） 
 

（インターネット） 
LANｹｰﾌﾞﾙ 

又はWiFi 

WindowsPC 

 又は Linux PC 

ID-31Plus 、ID-51P2  

6.  スマホにリグを接続して使う（ターミナルモード） 
 

（インターネット） 
携帯電波 

又はWiFi 

Andriodスマホ 

又はタブレット 

ICOM接続ケーブル 

ICOM接続ケーブル 

ID-31Plus 、ID-51P2  
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３． HotSpotNORA装置を使ったQSO （イメージ図） 
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４． HotSpotNORA装置の設定方法 

4隅のネジを外し 

上ケースを取る。 

ラズパイZeroW基板に挿してあるマイクロSDを外し、ＳＤカードアダプターを使いPCに接続する。 
SDカードには、Linux OS （Stretch V9.1 Lite版）と NoraGateway ソフトが書き込まれています。 

PCに接続するとLinuxエリアが読めない為エラーが出るが無視する。 PCから見えるフォルダーに 

ある Nora_Config.exeファイルをダブルクリックする。 ⇒ 下記設定画面が出る。 

①自局ノード局のコールサインを書き込む。 

②使用する周波数を９桁で書き込む。 
③起動時に自動接続を希望する場合は、自動接続 

 するにチェックを入れ、接続先を書き込む。 

④WiFi接続する場合は、SSIDとパスワードを記入する。 

⑤Proxyサーバーを使う場合は、「Proxyサーバーを使う」 

 にチェックを入れ、サーバーのIPアドレス又はドメイン 

 名を書き込む。 

⑥ Proxyサーバーを使わないで、UDP PORT40000の 

  自動開放を行う場合は、チェックを入れる。 

⑦ OKを押し、SDカードをPCから外し、ラズパイに戻す。 

① 

② 
③ 

④ 

⑤ 

⑥ ⑦ 
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５． リグの設定方法 （１） 

NoraGatewayを使うには、ID-31/ID-51等のリグをDRモードにして使う必要があます。 

DRモードで使うために必要な設定方法をID-31を例に説明します。 
 

1. 現在のID-31設定情報をSDカードに書き込む 

     MENU ⇒ SDカード ⇒ 設定セーブ ⇒ 新規ファイル ⇒  実行キー  ⇒ はい 

2. 設定情報をセーブしたSDカードをSDカードアダプターを使いPCに接続する。 

3. PCにICOMのクローニングソフト(CS-31)をインストールする。 

4. CS-31プログラムを起動し、セーブしたID-31のSettingファイルを開く。 

  ファイル ⇒ 開く  ⇒ SDカードのID-31 ⇒ Setting  ⇒ 最新のファイルを選択 ⇒ 開く 

5. 自局コールサインの設定 

  デジタル⇒自局設定⇒コールサイン 

     右の例に従って、リグに設定する自局コール 

  サインを書き込む。（必須項目です） 

6. Fromに設定する自局ノード局を新規に登録する。 

  デジタル ⇒ レピーターリスト ⇒ シンプレックス に下記内容を作る。 

ノード局の名前 

JR1OFP ｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄ 
（分かりやすい名前） 

ノード局のコールサイン 

HotSpotNORAの設定に
合わせる。 

ノード局の周波数 

オフセットは”0”にする。 
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５． リグの設定方法 （２） 

7. 相手局コールサインの所に右の様な内容 

  を書き込む。 

  No.1~No.5は必須項目です。 

  No.6以降は、自分が使うリフレクター、 

     JARLリピーター、個人局をこの例に 

  従って登録して下さい。 

  （UとIは前にスペースが７文字、 

   G2RJとG2RIは前にスペースが4文字） 

 

8. 設定が終わったら、 

     ファイル ⇒ 上書き保存 

 

9. SDカードをPCから取り外し、ID-31に戻し 

  設定したデータをロードする。 

     MENU ⇒ SDカード ⇒ 設定ロード 

  最新のファイルを選択 ⇒ 実行 

  ⇒ 全て ⇒ はい ⇒ はい 
ノード局の周波数 

オフセットは”0”にする。 



（有線LAN接続）： 左図の様なUSB-LANアダプターを購入して、 

            ①のUSB端子に接続して自宅のBBルーター 

            にLANケーブルで接続する。 
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６． HotSpotNORA装置の使い方 （準備） 

2. HotSpotNORA装置をインターネットに接続する。 

（WiFi接続）： 自宅の無線LAN、スマホのテザリング、モバイルルータにWiFi接続して使う。 

         この場合、SSIDとパスワードの設定をSDカードに行っておく必要があります。 

         （注意： 有線LAN接続で使う場合は、SSIDを無効な値にしておいて下さい。） 

3. HotSpotNORA装置に 5V電源を②のマイクロUSB端子に接続する。 

  （0.5A以上の5V電源を使って下さい） 

  電源が入ると③の窓から見えるラズパイzeroWのLEDが点滅します。 

   5秒に１回の点滅に変わるとインターネット接続ができた状態です。 

 

    電源を入れ約１分くらいすると、リグから「ノラゲートウェイが立ち上がりました」のアナウンス 

  が流れれば準備OKです。 

 

 

1. リグ（ID-31等）の電源を入れ DRモードにする。 

  FROMは、レピーターリスト⇒シンプレクックス⇒ JR1OFP AP（自分のノード局）に設定する。 
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７． HotSpotNORA装置の使い方 （リフレクター接続） 
 

XRF224 

リフレクター 

ＲＥＦ001 

リフレクター 

ノード局A 
ノード局B 

A B 

1. リグA（ID-31等）を DRモードにする。FROMを自分のノード局に設定する。 

レピーターリスト⇒シンプレクックス⇒ JR1OFP AP（例） 

2. TOを選択 ⇒ 個人局 ⇒ ダイヤルを回しXRF224F に合わせカーチャンクする。 

「XLX224Fに接続しました」のアナウンスが流れる。---  接続完了 

3. ID31のダイヤルを回しTOを「CQCQCQ」に合わせる。 

この状態でPTTを押せば、XRF224Fに接続している人とQSOができます。 

4. この状態でID31のダイヤルを回しTOを他のリフレクター（例: REF001C)に合わせカーチャンク 

すれば、REF001Cに接続替えすることができます。 

 

（インターネット） 
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８． HotSpotNORA装置の使い方 （JARLレピーター接続#1） 
 

花巻430 

レピーター 

港北430 

レピーター 
ノード局A A 

B 

1. リグA（ID-31等）を DRモードにする。FROMを自分のノード局に設定する。 

レピーターリスト⇒シンプレクックス⇒ （例） JR1OFP AP 

2. TOを選択 ⇒ 個人局 ⇒ ダイヤルを回し「花巻430AL」に合わせカーチャンクする。 

「JP7YET Aに接続しました」のアナウンスが流れる。---  接続完了 

3. ID31のダイヤルを回しTOを「CQCQCQ」に合わせる。 

この状態でPTTを押せば、花巻430エリアにいる人とQSOができます。 

4. 花巻430との接続を切る場合は、ID31のダイヤルを回しTOを「切断」に合わせカーチャンクする。 

 

（JARL MultiForward Link対応レピーター） 

（インターネット） 
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８． HotSpotNORA装置の使い方 （JARLレピーター接続#2） 
 

花巻430 

レピーター 

港北430 

レピーター 
ノード局A A 

B 

1. リグA（ID-31等）を DRモードにする。FROMを自分のノード局に設定する。 

レピーターリスト⇒シンプレクックス⇒ JR1OFP AP（例） 

2. TOを選択 ⇒ エリアCQ ⇒ ダイヤルを回し「港北430」に合わせPTTを押して話す。 

⇒ 港北430エリアに音声が送信される。 

3. 港北430エリアの人が応答する場合は次に説明する「コールサイン呼び出し」で応答する。 

 

（注意：応答した人の声を聞くには、ルーターにPORT40000開放を設定するか、Proxyサーバー 

 を使用するに設定する必要があります。） 

 

（JARL MultiForward Link非対応レピーター） 

（インターネット） 
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９． HotSpotNORA装置の使い方 （コールサイン呼び出し#１） 
 

JARL管理サーバー 

ノード局A 

JR1OFP 

JR1NVW 

ノード局B 

JR1OFP G 

IP: 110.2.3.4 

JQ1ZRS G 

IP: 120.3.4.5 

JARL管理サーバーのデータ 

・ 
・ 

JR1OFP   JR1OFP G  110.2.3.4 

JR1NVW  JQ1ZRS G 120.3.4.5 

・ 
・ 

① 

② 

③ 

④ 

1. JR1OFPのリグ（ID-31等）を DRモードにする。FROMを自分のノード局に設定する。 

レピーターリスト⇒シンプレクックス⇒ （例） JR1OFP AP 

2. TOを選択 ⇒ 個人局 ⇒ ダイヤルを回し「JR1NVW」に合わせPTTを押して話す。 

この時①JR1NVW局が使っているノード局とそのｸﾞﾛｰﾊﾞﾙIPをJARL管理サーバーに問い合わせします。 

②このIPアドレスを使いJQ1ZRS Gノード局に音声パケットを送信する。 

（①の処理でJR1OFP局のJARL管理サーバーのデータ（ノード局、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙIP等）も更新されます。) 

3. JR1NVW局は呼び出し音声を確認し、リグのRX⇒CSボタンを押し、PTTを押して応答する。 

この時③JR1OFP局の使っているノード局のｸﾞﾛｰﾊﾞﾙIPをJARL管理サーバーに問い合わせします。 

④このIPアドレスを使いJR1OFP Gノード局に音声パケットを送信する。 

（③の処理でJR1NVWのJARL管理サーバーのデータも更新される。） 

4. これを繰り返すことにより、ノードtoノード間のQSOができることになります。 

（注意：②で、音声パケットを受信するためには、ルーターにPORT40000開放の設定が必要です。） 

 

（Proxyサーバーを使わない場合） 

（インターネット） 
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１０． HotSpotNORA装置の使い方 （コールサイン呼び出し#２） 
 

JARL管理サーバー 

ノード局A 

JR1OFP 

JR1NVW 

ノード局B 

JR1OFP G 

IP: 110.2.3.4 

JQ1ZRS G 

IP: 120.3.4.5 

JARL管理サーバーのデータ 

・ 
・ 

JR1OFP   JR1OFP G  130.4.5.6 

JR1NVW  JQ1ZRS G  130.4.5.6 

・ 
・ 

① 
① 

1. JR1OFPリグ（ID-31等）を DRモードにする。FROMを自分のノード局に設定する。 

レピーターリスト⇒シンプレクックス⇒ （例） JR1OFP AP 

2. TOを選択 ⇒ 個人局 ⇒ ダイヤルを回し「JR1NVW」に合わせPTTを押して話す。 

この時①JR1NVWのノード局のｸﾞﾛｰﾊﾞﾙIPをProxyサーバー経由でJARL管理サーバーに問い合わせる。 

②このIPアドレスを使いJQ1ZRS Gノード局に音声パケットを送信する。 

（①の処理でJR1OFPのJARL管理サーバーデータも更新される。ProxyサーバーのIPアドレスになる） 

3. JR1NVW局は呼び出し音声を確認し、リグのRX⇒CSボタンを押し、PTTを押して応答する。 

この時③JR1OFPのノード局のｸﾞﾛｰﾊﾞﾙIPをProxyサーバー経由でJARL管理サーバーに問い合わせる。 

④このIPアドレスを使いJR1OFP Gノード局に音声パケットを送信する。 

4. これを繰り返すことにより、ノードtoノード間のQSOができることになります。 

（注意：各ノード局とProxyサーバー間は常時セッションが確立しているので、PORT40000開放は不要です。） 

 

（Proxyサーバーを使う場合） 

Ｐｒｏｘｙサーバー 

IP: 130.4.5.6 

② ② 

③ 

③ 

④ 
④ 

（インターネット） 
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１１． その他注意事項 

 
1. PORT40000の自動開放機能を使う場合は、使っているルーターで UPnP機能を有効にする必要があります。 
    UPnP機能を有効にすると、外部から家庭内ネットワークに侵入される危険性が高くなります。 
    自己責任で判断して設定して下さい。 
 
2.  ラズパイの電源を切る時にはシャットダウン処理を行ってから切って下さい。SDカードが壊れる可能性があり 
    ま す。 HotSpotNORAでは、シャットダウンスイッチを１秒以上押した後、LEDの点滅が消えるのを待ってから 
    電源ケーブルを抜いて下さい。（約10秒） 
 

3.  最新版のSDカードイメージファイルは下記HPで公開しています。下記資料にはイメージファイルあるURLと 
  簡単な使い方が書かれています。 まだNoraGatewayは開発中なのでできるだけ最新版にして使って下さい。 
      http://jr1ofp.web.fc2.com/    51. DVMEGA又はMMDVM基板でNoraGatewayを使う方法 
 
4.  DVMEGA基板、 MMDVM基板を使うには 装置の免許申請が必要です。申請方法は下記HPを参考に行って 
     下さい。 
     https://ja1cou.wixsite.com/ja1cou       免許申請について 
 
5. 複数のノード局を立ち上げて同時に使う場合 
    単一のゲートウェイコールサインを使って、ルーティングサービス(JARL管理サーバ、ircDDBネットワーク)へ 
    複数の回線から接続することは出来ません 
    同じコールサインを使って、複数の回線から接続する場合には、どちらか一方のJapanTrust/ircDDBを無効に 
    設定して下さい。 
 

http://jr1ofp.web.fc2.com/
https://ja1cou.wixsite.com/ja1cou
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１２． NoraGatewayソフトウェアを使用する上での注意事項 

 NoraGatewayソフトウェアを使用する上での注意事項は圏央道友会のHPを読んで下さい。 

https://kdk.ddns.net/kdk/index.php/10-noragateway/9-noragateway 

 

 

 

https://kdk.ddns.net/kdk/index.php/10-noragateway/9-noragateway
https://kdk.ddns.net/kdk/index.php/10-noragateway/9-noragateway
https://kdk.ddns.net/kdk/index.php/10-noragateway/9-noragateway
https://kdk.ddns.net/kdk/index.php/10-noragateway/9-noragateway
https://kdk.ddns.net/kdk/index.php/10-noragateway/9-noragateway
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１３． BlueDV装置でNoraGatewayを使う方法（１） 

NoraGateway v0.0.1a-PR25 for AndroidProxyから BlueDVインターフェース装置を使う
ことができる様になりました。 

（装置構成） 

（インターネット） 
携帯電波 

又はWiFi 

Andriodスマホ 

又はタブレット 
ID-31 、ID-51 等 

BlueDV  

ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ装置 

Bluetooth 

1. 下記HPから「NoraGatewayForAndroid_v0.0.1a-PR25_2.apk」ファイルをダウンロードして、Android スマホ又は 

 タブレットにインストールする。 

https://kdk.ddns.net/kdk/index.php/10-noragateway/9-noragateway 

 

2. BlueDVインターフェース装置の切り替えSWをBT(Bluetooth)側に切り替え、電源を入れる。 

3. スマホの設定で BluetoohをONにして、BlueStackデバイスとペアリングを行う。 

（使い方） 

追加情報 

https://kdk.ddns.net/kdk/index.php/10-noragateway/9-noragateway
https://kdk.ddns.net/kdk/index.php/10-noragateway/9-noragateway
https://kdk.ddns.net/kdk/index.php/10-noragateway/9-noragateway
https://kdk.ddns.net/kdk/index.php/10-noragateway/9-noragateway
https://kdk.ddns.net/kdk/index.php/10-noragateway/9-noragateway
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１３． BlueDV装置でNoraGatewayを使う方法（２） 

4. インストールしたNoraGatewayアイコンをタップする。 

 

5. GATEWAYを選択し、必要情報を設定する。  ⇒ Ｇａｔｅｗａｙ Callsign 

6. REPEATERを選択し、必要情報を設定する。 ⇒  RepeaterModule、MMDVMBluetooth、 Rx & Tx Frequency 

7. SAVEを押す。  一旦アプリを終了する。 
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１３． BlueDV装置でNoraGatewayを使う方法（３） 

8. リグの電源を入れ、DRモードにしてFROMを自局アクセスポイントに合わせる。 

9. NoraGatewayアイコンをタップして、NoraGatewayを起動する。 

⇒ 「NoraGatewayが起動しました」のアナウンスが流れる。 

10. この後の操作方法は、HotSpotNORAとほぼ同じ。 

 

 

 
（受信状態の画面） （送信状態の画面） 
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１４． ircDDB remote アプリの使い方 （参考） 

ircDDB remoteというアプリをスマホにインストールすると、GUI操作でNoraGatewayの接続先を切り替えることができます。 

 

1. Ｐｌａｙストアで ircDDB remoteをインストールする。 

2. setting画面を出し、必要情報を設定する。（Android Noraで使う場合）  
  ircDDB IP Address    ---   127.0.0.1 

     Server Port    -------------   62115 

     Password      -------------    NoraRemotePass 

3.  元の画面に戻りGUI操作で、NoraGatewayの接続先を変更できる。 

（操作画面） （Setting画面） 

HotSpotNORAで使う場合は、ス
マホを同じネットワークに接続して、 

HotSpotNoraのIPアドレスを調べ
て設定する。 


